










Flow cytometric quantitation of monocyte phagocytosis 
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得られないことがある。このような患者に、HLA あるいは HPA を適合した血小板を供給





研究方法   
血小板、および単球は健常人より採取した全血から定法により分離した。分離した血小板
浮遊液は pH 感受性蛍光色素である pHrodo を用いて種々の濃度で染色し、その最適濃度
を検証した。HLA 抗体はモノクローナル抗体（w6/32）、および特異性が既知である抗血
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論文題名 
Flow cytometric quantitation of monocyte phagocytosis toward platelets 
using a pH-sensitive dye, pHrodo 
（pH 感受性蛍光試薬を用いた血小板貪食反応の定量的試験法の開発） 
結果の要旨 
経産婦や頻回輸血患者では、白血球抗原あるいは血小板抗原に対するアロ抗体によって血
小板輸血の効果が得られないことがある。このような不適合輸血をスクリーニングする検
査として血小板貪食試験が行われているが、従来の方法は充分な性能を有していない。本
研究では、酸性条件下で蛍光を発する色素を用いて本法を改良し、アロ抗体による血小板
貪食反応を正確かつ鋭敏に反映する新たな血小板貪食試験法を確立した。本試験法は、従
来法と比較して偽陽性率が低く、検出感度も大幅に向上することが示された。本研究によ
って従来法よりも高感度で特異性の高い検査法が確立され、血小板輸血不適合のスクリー
ニングだけではなく、ITP の診断と評価にも極めて有用性が高いと考えられた。審査委員
全員から博士（医学）の学位授与に値する論文であると認められた。 
 
 
 
 
 
 
